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認知症施策の5つの柱

①普及啓発・本人発信支援
②予防

③医療・ケア・介護サービス・介護者への支援
④認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援
社会参加支援

⑤研究開発・産業促進・国際展開





【目標】

初期集中支援チームにおける訪問実人数
全国で年間40,000件 （厚生労働省）

【実績】 16,400人（2021年度末）結果C
2025年までの６年間のうち３年目の達成状況が60％未満













【事例1】地域包括職員とチーム員担当
家族構成：兄夫婦、甥夫婦、甥の子供、本人（A様：女性）
A様：認知機能の低下が顕著となり①同じことを聞く②大声を出す

③自身の言動や行動を忘れる④夜中に何度も起きる
DBDが４０点 Zaritが３０点 DASCが６６点 身体の様子のチェッ
ク表
方針：経済基盤の整備

同居家族の身体的・精神的負担の軽減
必要な介護保険サービスの調整



【事例２】チーム員2名（男性2名）担当
家族構成：夫と二人暮らしのA様（要介護１）
アルツハイマー型認知症と診断。内服は夫が管理しているので
飲み忘れなどはない。終日夫が一緒に過ごしているが、一人にで
きないことから夫のストレスが増えてる。介護サービスを考えて
いるが、本人が頑なに拒否。
DBDが25点 Zaritが27点 DASCが63点
方針：夫の介護ストレス軽減

A様と夫が離れて過ごす時間を調整する
夫の相談に対応する





みよし市認知症初期集中支援チームの支援実績

年度
平成28年
（2016)

平成29年
（2017)

平成30年
(2018)

平成31年
（2019)

令和2年
（2020)

令和3年
（2021)

令和4年
（2022)

件数
7 6 6 7 5 3 3

みよし市の認知症初期集中支援チームの支援目標は12件



【課題】
①目標相談件数の12件に届いていない状況
⇒チラシやリーフレットを活用して支援方法を見える化する

②市民やケアマネ等の支援者が認知症初期集中支援チームに
ついて何をしてくれるチームかを把握できていない
⇒地域包括支援センターより、小さな困りごとの事例も
挙げてもらう

③チーム員として「このような対応であれば支援できる」と
いった内容をもっと積極的に挙げていく
⇒介護者からのBPSD等の対応方法、介護の方法についての相談が
あれば個別に対応できる体制を構築していく



ご清聴ありがとうございました


